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〈お知らせ〉
特別勘定の運用関係費の引下げおよび運用収益の向上を目的として、2026年2月以降に投資信託を以下の通り変更いたします。特別勘定
の運用方針の変更はありません。
特別勘定：グローバルソブリン債券ファンド
投資信託：「日興・世界ソブリン・ファンドVA（適格機関投資家転売制限付）」から「アクサ・グローバル・ボンド」へ変更
特別勘定の運用関係費：1.1770%程度から0.4500%程度へ変更



特別勘定の種類

1

※特別勘定の種類、運用方針および委託会社等の運用協力会社は、法令等の改正または効率的な資産運用が困難になる等の理由により、
　　変更されることがあります。なお、委託会社等の運用協力会社については、運用成績の悪化等、当社がお客さまの資産運用に
　　ふさわしくないと判断した場合、変更させていただくことがあります。
※特別勘定には、各種支払等に備え、一定の現金、預金等を保有することがあります。
※新ユニット・リンク保険（有期型）には複数の特別勘定グループが設定されており、「LifeDO」、「LifeDO80」には
　　「特別勘定グループ（日興型）」が設定されています。保険料繰り入れおよび積立金の移転は「特別勘定グループ（日興型）」に属する
　　特別勘定に限定されます。「特別勘定グループ（日興型）」以外の特別勘定グループに属する特別勘定への保険料の繰り入れおよび
　　積立金の移転はできません。
※「マネーファンド」は株価、債券価格、為替等の変動の影響を受ける可能性が低いことを想定した特別勘定です。
　　ただし、低金利環境下（マイナス金利を含む）では、「マネーファンド」の積立金の増加が期待できないだけでなく、
　　諸費用の控除等により積立金が減少することもありますのでご注意ください。
※特別勘定「グローバルカレンシーファンド」は、2017年6月30日をもって廃止しました。

グローバル
リート

ファンド

世界各国の上場不動産投信（REIT＝Real Estate Investment Trust）
を主な投資対象とする投資信託に主に投資することにより、中長期的
に高い投資成果をあげることを目標とします。

日興グローバルREIT
ファンド（6カ月決算型）

　（運用会社）アモーヴァ・
アセットマネジメント株式会社
　（投資再委託会社）
 マッコーリー・インベストメント・マ
ネジメント・グローバル・リミテッド

マネー
ファンド

マザーファンド受益証券への投資を通じて、実質的に、主として円建
ての短期公社債や短期金融商品に投資し、安定した収益の確保をめ
ざします。

アクサ ローゼンバーグ･
日本円マネー・プール・

ファンド（B）
〈適格機関投資家私募〉

アクサ・インベストメント・
マネージャーズ株式会社

グローバル
グロース
ファンド

日本を含む世界主要先進国の株式の中から特に世界的に競争力に
優れた成長企業の株式に投資し、外貨建ベースの優れた収益の獲
得を目指す投資信託に主に投資することによって、中長期的な観点
から、日本を含む世界主要先進国の株式市場全体（MSCIワールド指
数）の動きを上回る投資成果を目指します。

Gグロース

　（運用会社）アモーヴァ・
　　アセットマネジメント株式会社
　（運用再委託会社）
　　ウェリントン・マネジメント・
　　カンパニー・エルエルピー

グローバル
ソブリン債券

ファンド

世界先進国の信用度の高いソブリン債（※）を中心に分散投資する投
資信託に主に投資することによって、安定した収益の確保と長期的な
成長を目指します。（※ソブリン債とは、各国政府や政府機関が発行
する債券の総称です。主要先進国の国債や世界銀行、アジア開発銀
行などの国際機関が発行する債券が含まれます。）

日興・
世界ソブリン・

ファンドVA

アモーヴァ・アセット
マネジメント株式会社

日本株
インデックス
225ファンド

国内上場株式に投資することにより、日経平均株価指数に連動した
投資成果をあげることを目標にします。

インデックスファンド
225VA

（適格機関投資家向け）

アモーヴァ・アセット
マネジメント株式会社

日本株
インデックス

TOPIXファンド

国内上場株式に投資することにより、東証株価指数に連動した投資
成果をあげることを目標にします。

インデックスファンド
TSP

アモーヴァ・アセット
マネジメント株式会社

日本株
ジパング
ファンド

日本の経済および産業構造の中長期的展望に基づき、今後有望とみ
られる成長産業、成長企業の国内株式をボトムアップで選択する投資
信託に主に投資することによって東証株価指数を中長期的に上回る
投資成果をあげることを目標にします。

日興ジャパン
オープン

（ジパング）

アモーヴァ・アセット
マネジメント株式会社

日本株
エボリューション

ファンド

全世界の経済動向および産業構造の中長期的展望に基づき、今後
有望とみられる国内株式を主な投資対象とする投資信託に主に投資
することによって中長期的な投資成果を積極的にあげることを目標に
します。

日興エボリューション
アモーヴァ・アセット

マネジメント株式会社

特別勘定
［ファンド］名

運用方針 主な運用対象の投資信託 投資信託の委託会社

日本株
投資力学
ファンド

日本の経済および産業構造の中長期的展望に基づき、今後有望とみ
られる成長産業、成長企業の国内株式をトップダウンで選択する投資
信託に主に投資することによって東証株価指数を中長期的に上回る
投資成果をあげることを目標にします。

日興アクティブ・
ダイナミクス
（投資力学）

アモーヴァ・アセット
マネジメント株式会社



運用環境の主な状況

■ 日本株式市場

■ 外国株式市場

■ 日本債券市場

■ 外国債券市場

■ 外国為替市場

※上記の内容は過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。 2

　米ドル/円相場は前月末比-2.90円の153.66円となりました。上旬は、衆議院の解散・総選挙を巡り、財政悪化懸念が強まったことで一時
159円台まで米ドル高/円安が進行しました。しかしその後は、日米協調介入の思惑などから米ドル売りの動きが強まり、月間では対円で
下落となりました。

　ユーロ/円相場は前月末比-0.97円の183.36円となりました。欧州の長期金利が低下する中、日本の長期金利が上昇したことなどから日
欧の長期金利差が縮小し、ユーロは対円で下落しました。

（2026年1月末現在）

　TOPIX（東証株価指数）は前月末比+4.62%の3,566.32ポイントとなりました。上旬は、衆議院の解散・総選挙を巡る財政拡張期待に加え、
年明けのAI（人工知能）関連株への楽観的な見方を背景とした米国株高と連動し上昇しました。下旬は、日米協調介入への警戒感から為
替市場で円高への転換が意識されたことを受け、輸出関連株などを中心に下落に転じましたが、月間では上昇となりました。
　
　日本小型株式市場は上昇しました。

　米国株式市場ではNYダウ工業株30種が前月末比+1.09%の48,892.47ドルとなりました。上旬は、AI関連株への楽観的な見方を背景に上
昇しましたが、中旬にはグリーンランドを巡りトランプ大統領が対欧追加関税を表明したことなどから下落しました。その後、対欧追加関税
見送りを表明したことを受け反発し、月間では上昇となりました。
　
　欧州株式市場では独DAX指数が前月末比+0.20%、仏CAC40指数が前月末比-0.51%となりました。米国株式市場の動きと同様、グリーン
ランドを巡るトランプ大統領による対欧追加関税の表明を受けて下落しましたが、その後、対欧追加関税が見送られたことなどから反発
し、独DAX指数は月間では上昇となりました。一方、仏CAC40指数はラグジュアリー（高級ブランド）関連株の下落が重しとなり、月間では
下落となりました。

　新興国株式市場は上昇しました。先進国リート市場は上昇しました。

　10年国債の金利は上昇（価格は下落）し、月末には2.252%となりました（前月末2.066%）。衆議院の解散・総選挙を巡り、財政悪化懸念が
強まったことで、一時は2.3%台まで上昇しました。しかしその後は、米国金利が低下したことなどを背景に買戻しが入り低下に転じました
が、月間では上昇となりました。

　米国債券市場では10年国債の金利は上昇（価格は下落）し、月末には4.236%となりました（前月末4.122%）。中旬にかけて、次期FRB（連
邦準備制度理事会）議長の有力候補者が外れたとの報道などを背景に金利は上昇しました。その後は、グリーンランドを巡る対欧追加関
税が見送られたことなどを受け上昇幅は縮小しましたが、月間では上昇となりました。
　
　米国ハイ・イールド債券市場は価格が上昇しました。

　欧州債券市場では独10年国債の金利は低下（価格は上昇）し、月末には2.843%となりました（前月末2.855%）。上旬は、グリーンランドを
巡りトランプ大統領が対欧追加関税を表明したことなどから上昇したものの、その後の対欧追加関税見送りなどを受けて低下し、月間では
低下となりました。



特別勘定の運用実績・状況

■ 特別勘定のユニット・プライスの推移

　　※特別勘定のユニット・プライスは特別勘定で利用している投資信託の基準価額とは異なります。

[2002/11運用開始]    [2003/07運用開始]   [2004/07運用開始]

※ユニット・プライスとは、特別勘定の運用実績を把握するための便宜上の参考値で、各特別勘定の運用開始時の値を「100」として指数化したものです。

※騰落率は、当月末における、上記各期間のユニット・プライスの変動率を表しています。

※各特別勘定のユニット・プライスは、アクサ生命ホームページにて各営業日にご確認いただけます。

■ 特別勘定資産の内訳　千円単位

※各特別勘定で利用している国内投資信託は、いずれも「その他有価証券」の項目に含まれています。

※金額の単位未満は切捨てとしました。また、比率については小数点第ニ位を四捨五入しています。

3

100.0 186,206 100.0合計 1,059,227 100.0 219,471 100.0 484,647

6.0

その他有価証券 1,008,981 95.3 209,717 95.6 463,235 95.6 175,118 94.0

金額 %

現預金・その他 50,246 4.7 9,753 4.4 21,412 4.4 11,088

金額 % 金額 % 金額 %

100.0 3,935,642 100.0 853,186 100.0

グローバルグロースファンド グローバルソブリン債券ファンド グローバルリートファンド マネーファンド

合計 790,304 100.0 1,041,412 100.0 1,081,956

1,035,603 95.7 3,760,943 95.6 815,012 95.5

4.3 174,699 4.4 38,173 4.5

その他有価証券 754,637 95.5 995,140 95.6

現預金・その他 35,667 4.5 46,272 4.4 46,352

金額 % 金額 % 金額 %

日本株投資力学ファンド 日本株ジパングファンド 日本株エボリューションファンド 日本株インデックス225ファンド 日本株インデックスTOPIXファンド

金額 % 金額 %

30.23 260.55

マネーファンド 96.93 0.04 0.07 0.17 0.31 0.06 △ 3.07

グローバルリートファンド 360.55 △ 1.04 1.09 6.22 6.88

103.36 706.34

グローバルソブリン債券ファンド 157.17 △ 1.08 0.07 3.91 5.43 20.97 57.17

グローバルグロースファンド 806.34 △ 1.17 △ 0.73 10.39 16.70

96.16 607.60

日本株インデックスTOPIXファンド 507.20 4.36 6.71 21.04 28.67 84.57 407.20

日本株インデックス225ファンド 707.60 5.63 1.57 28.95 34.62

86.02 515.24

日本株エボリューションファンド 251.57 0.86 4.85 6.45 10.49 26.10 151.57

日本株ジパングファンド 615.24 5.59 5.28 22.22 31.82

3年 設定来

日本株投資力学ファンド 408.11 2.85 5.74 17.17 27.30 78.68 308.11

(2026年1月末現在)

特別勘定名
ユニット・プライス 騰落率（%）

2026年1月末 1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1年

グラフ グラフ グラフ
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日本株投資力学ファンド

［ご参考　主な投資対象とする投資信託の運用実績・状況］ (2026年1月末現在)

日興アクティブ・ダイナミクス（投資力学）
アモーヴァ・アセットマネジメント株式会社

■ 投資信託の特徴

■ 純資産総額 ■ 設定日 ■ 基準価額の推移

■ 基準価額・ベンチマーク（BM）騰落率　表示桁数未満四捨五入

■ ベンチマーク

TOPIX（東証株価指数）配当込み

■ 株式組入上位10銘柄 銘柄数: 44 ■ 資産構成比率(%)

現金その他

※上記の内容は、ご参考情報として運用会社からの情報を提供するものであり、アクサ生命は内容について一切の責任を負いません。 4

1. あらゆる局面において、ベンチマークであるTOPIX（東証株価指数）配当込みの動きを上回る投資成果をめざします。
2. 「投資構造」を理解した上で、「モチーフ」（投資動機）を描き、その実現に相応しい銘柄に投資します。

※設定日の前営業日を10,000として指数化しています。

49 億円 2000年12月15日

設定来

基準価額 3.01 6.13 18.27 29.08 84.79 185.01

% 1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1年 3年

317.74

差異 △ 1.62 △ 1.08 △ 4.27 △ 1.99 △ 9.40 △ 132.73

BM 4.62 7.21 22.54 31.07 94.19

うち先物 0.0

※基準価額の騰落率は、分配金（税引前）を再投資し計算しています。
※TOPIXに関する著作権等の知的財産権その他一切の権利は株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関連会社に帰属します。

銘柄 業種 % 株式 98.6

3 ホシザキ 機械 4.2

1 りそなホールディングス 銀行業 5.8

2 ウエストホールディングス 建設業 5.0 1.4

4 三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 銀行業 4.1

5 日油 化学 3.9

6 エムスリー サービス業 3.9

7 ＬＩＮＥヤフー 情報・通信業 3.8

8 大塚商会 情報・通信業 3.7

9 楽天グループ サービス業 3.5

10 旭化成 化学 3.4

※「資産構成比率」　「株式組入上位10銘柄」は純資産総額をそれぞれ100%として計算したものです。

※「株式組入上位10銘柄」はマザーファンドの状況です。

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

00/12 05/8 10/4 14/12 19/7 24/3

基準価額 ベンチマーク



日本株ジパングファンド

［ご参考　主な投資対象とする投資信託の運用実績・状況］ (2026年1月末現在)

日興ジャパンオープン（ジパング）
アモーヴァ・アセットマネジメント株式会社

■ 投資信託の特徴

■ 純資産総額 ■ 設定日 ■ 基準価額の推移

■ 基準価額・ベンチマーク（BM）騰落率　表示桁数未満四捨五入

■ ベンチマーク

TOPIX（東証株価指数）配当込み

■ 株式組入上位10銘柄 銘柄数: 81 ■ 資産構成比率（%）

株式

うち先物

現金その他

※上記の内容は、ご参考情報として運用会社からの情報を提供するものであり、アクサ生命は内容について一切の責任を負いません。 5

1. 中長期的な観点から、わが国の株式市場全体（TOPIX（東証株価指数）配当込み）の動きを上回る投資成果の獲得をめざします。
2. 徹底したボトムアップ・リサーチによって本当の企業価値を明らかにし、投資価値の高い銘柄を厳選した投資を行ないます。
　　「グロース」や「バリュー」などの運用スタイルを限定することなく、幅広い収益機会を捉えます。

※設定日の前営業日を10,000として指数化しています。

519 億円 1998年8月28日

設定来

基準価額 5.87 5.64 23.56 33.75 91.91 341.63

% 1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1年 3年

422.74

差異 1.25 △ 1.56 1.03 2.68 △ 2.28 △ 81.10

BM 4.62 7.21 22.54 31.07 94.19

※基準価額の騰落率は、分配金（税引前）を再投資し計算しています。
※TOPIXに関する著作権等の知的財産権その他一切の権利は株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関連会社に帰属します。

銘柄 業種 % 99.1

2 三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 銀行業 4.17 0.9

1 日立製作所 電気機器 4.21 0.0

3 ソニーグループ 電気機器 3.62

4 トヨタ自動車 輸送用機器 3.53

5 三井住友フィナンシャルグループ 銀行業 3.17

6 東京エレクトロン 電気機器 3.03

7 三菱重工業 機械 2.82

8 みずほフィナンシャルグループ 銀行業 2.40

※「資産構成比率」　「株式組入上位10銘柄」は純資産総額を100％として
　　計算したものです。
※「株式組入上位10銘柄」はマザーファンドの状況です。

9 三井物産 卸売業 2.14

10 アドバンテスト 電気機器 2.11
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日本株エボリューションファンド

［ご参考　主な投資対象とする投資信託の運用実績・状況］ (2026年1月末現在)

日興エボリューション
アモーヴァ・アセットマネジメント株式会社

■ 投資信託の特徴

■ 純資産総額 ■ 設定日 ■ 基準価額の推移

■ 基準価額騰落率　表示桁数未満四捨五入

■ ベンチマーク

なし

■ 株式組入上位10銘柄 銘柄数: 63 ■ 投資パターン別組入状況

※上記の内容は、ご参考情報として運用会社からの情報を提供するものであり、アクサ生命は内容について一切の責任を負いません。 6

１．「進化し続ける企業」に厳選投資を行ないます。
２．株式の調査・運用に精通したアモーヴァ・アセットマネジメントが運用を行ないます。
※日本株式を中心に運用しますが、純資産総額の30％を上限に外国株式にも投資することがあります。
※中長期的な株式市場の下落局面では、国内株価指数先物による売りヘッジ及び米国国債への投資を行なうことがあります。
（ 共に純資産総額の50％を上限とします。）

83 億円 2000年4月21日

設定来

基準価額 0.92 5.16 6.90 11.30 28.42 42.72

% 1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1年 3年

※基準価額の騰落率は、分配金（税引前）を再投資し計算しています。

銘柄 通貨 業種 % 投資パターン %

51.2

2 ソニーグループ 日本円 電気機器 4.09 マクロ要因による利益改善が期待できる企業 48.8

1 パナソニック　ホールディングス 日本円 電気機器 4.10 独自要因による利益成長が期待できる企業

3 三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 日本円 銀行業 3.68

4 富士紡ホールディングス 日本円 繊維製品 3.28

※「投資パターン別組入状況」は組入株式の評価額の合計
   を100％として計算しています。
※上記「投資パターン」は将来変更になる場合があります。6 トリケミカル研究所 日本円 化学

5 住友重機械工業 日本円 機械 3.18

3.14

7 トヨタ自動車 日本円 輸送用機器 2.98

9 丹青社 日本円 サービス業 2.78

8 日立製作所 日本円 電気機器 2.98

10 東日本旅客鉄道 日本円 陸運業 2.72

※「株式組入上位10銘柄」は純資産総額を100％として計算したものです。
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日本株インデックス２２５ファンド

［ご参考　主な投資対象とする投資信託の運用実績・状況］ （2026年1月末現在）

インデックスファンド225VA（適格機関投資家向け）
アモーヴァ・アセットマネジメント株式会社

■ 投資信託の特徴

■ 純資産総額 ■ 設定日 ■ 基準価額の推移

■ 基準価額・ベンチマーク（BM）　騰落率　表示桁数未満四捨五入

■ ベンチマーク

日経平均トータルリターン・インデックス

■ 株式組入上位10銘柄 組入銘柄数 225 ■ 株式組入上位10業種 ■ 資産構成（%）

※上記の内容は、ご参考情報として運用会社からの情報を提供するものであり、アクサ生命は内容について一切の責任を負いません。 7

1. 日本株式市場全体の動きをとらえ、日経平均トータルリターン・インデックスの動きに連動する投資成果をめざします。

2. モダンポートフォリオ理論に基づく「バーラ日本株式モデル」に従って、わが国の金融商品取引所に上場されている株式
※

の中から、
　　原則として200銘柄以上に投資します。
　　※東京証券取引所プライム市場に上場されている株式となります。

52 億円 2002年9月12日

設定来

基準価額 5.90 1.76 30.67 36.78 104.03 665.72

% 1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1年 3年

745.63

差異 △ 0.04 △ 0.11 △ 0.29 △ 0.60 △ 2.72 △ 79.91

BM 5.93 1.87 30.96 37.38 106.75

※ファンド（分配金再投資）の収益率は、当ファンド決算時に分配金があった場合の分配金を再購入（再投資）し、算出しています。

銘柄 % 業種 % 株式 99.75

プライム 99.75

2 ファーストリテイリング 8.83 2 情報・通信業 11.47 スタンダード 0.00

1 アドバンテスト 12.76 1 電気機器 34.01

グロース 0.00

4 ソフトバンクグループ 6.38 4 医薬品 4.92 その他 0.00

3 東京エレクトロン 7.75 3 小売業 11.21

株式先物 0.23

6 ＫＤＤＩ 1.96 6 機械 4.53 株式実質 99.98

5 ファナック 1.96 5 化学 4.69

現金その他 0.25

8 中外製薬 1.65 8 サービス業 3.45

7 ＴＤＫ 1.86 7 卸売業 3.81

※当ファンドの実質の組入比率
   です。

10 リクルートホールディングス 1.52 10 精密機器 2.40

※ファンドのウェイトはマザーファンドの対純資産総額比です。 ※ファンドのウェイトはマザーファンドの
   対純資産総額比です。

9 信越化学工業 1.60 9 輸送用機器 3.39
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日本株インデックスＴＯＰＩＸファンド

［ご参考　主な投資対象とする投資信託の運用実績・状況］ (2026年1月末現在)

インデックスファンドＴＳＰ
アモーヴァ・アセットマネジメント株式会社

■ 投資信託の特徴

■ 純資産総額 ■ 設定日 ■ 基準価額の推移

■ 基準価額・ベンチマーク（BM）騰落率　表示桁数未満四捨五入

■ ベンチマーク

TOPIX（東証株価指数）配当込み

■ 国内株式組入上位10銘柄 銘柄数: 1648 ■ 国内株式組入上位5業種

■ 資産構成比率（%）

株式

CB

公社債

現金その他

外貨建資産

※上記の内容は、ご参考情報として運用会社からの情報を提供するものであり、アクサ生命は内容について一切の責任を負いません。 8

わが国の金融商品取引所に上場されている株式※に投資を行ない、TOPIX（東証株価指数）配当込みの動きに連動する投資成果をめざ
します。
※TOPIX（東証株価指数）を構成する上場株式となります。

(2023年1月末を100として指数化）
388 億円 1986年2月13日

基準価額 4.58 7.05 22.19 30.33 90.89

% 1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1年 3年

※基準価額の騰落率は、分配金（税引前）を再投資し計算しています。
※TOPIX（東証株価指数）に関する著作権等の知的財産権その他一切の権利は株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関連会社に帰属します。

銘柄 業種 % 業種 %

差異 △ 0.05 △ 0.16 △ 0.34 △ 0.74 △ 3.30

BM 4.62 7.21 22.54 31.07 94.19

18.6

2 三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 銀行業 3.44 2 銀行業 11.0

1 トヨタ自動車 輸送用機器 3.68 1 電気機器

8.0

4 ソニーグループ 電気機器 2.35 4 輸送用機器 6.9

3 日立製作所 電気機器 2.72 3 卸売業

7 東京エレクトロン 電気機器 1.73

8 三菱商事 卸売業 1.71

6.6

6 みずほフィナンシャルグループ 銀行業 1.87

5 三井住友フィナンシャルグループ 銀行業 2.34 5 情報・通信業

1.1

0.0

※「国内株式組入上位5業種」、「国内株式組入上位10銘柄」は

   マザーファンドの状況です。

※「資産構成比」、「国内株式組入上位10銘柄」の比率は対純資産、

   「国内株式組入上位５業種」の比率は対組入株式時価総額です。

0.0

1.1

0.0

9 三菱重工業 機械 1.69 100.0

10 ソフトバンクグループ 情報・通信業 1.62 うち先物
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グローバルグロースファンド

［ご参考　主な投資対象とする投資信託の運用実績・状況］ (2026年1月末現在)

Gグロース
（運用会社）アモーヴァ・アセットマネジメント株式会社　　（運用再委託会社）ウェリントン・マネジメント・カンパニー・エルエルピー

■ 投資信託の特徴

■ 純資産総額 ■ 設定日 ■ 基準価額の推移

■ 基準価額・ベンチマーク（BM）騰落率　表示桁数未満四捨五入

■ ベンチマーク

MSCI-WORLDインデックス（税引後配当込み、円ヘッジなし・円ベース）

■ 株式組入上位10銘柄 銘柄数: 59 ■ 資産構成比（%）

■ 株式組入上位５カ国（%）

※上記の内容は、ご参考情報として運用会社からの情報を提供するものであり、アクサ生命は内容について一切の責任を負いません。 9

日本を含む世界各国の金融商品取引所上場株式および店頭登録株式を中心に投資を行ない、中長期的な観点から、日本を含む世界
各国の株式市場全体の動き（MSCI-WORLDインデックス（税引後配当込み、円ヘッジなし・円ベース））を上回る投資成果の獲得を目指し
ます。

(2023年1月末を100として指数化）
105 億円 2001年4月20日

設定来

基準価額 △ 1.22 △ 0.69 11.06 17.79 111.02 638.17

% 1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1年 3年

※基準価額の騰落率は、分配金（税引前）を再投資し計算しています。
※MSCI-WORLDインデックス（税引後配当込み、円ヘッジなし・円ベース）に関する著作権等の知的財産権その他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。

銘柄 通貨 業種 % 国内株式（先物含む） 6.2

703.02

差異 △ 1.29 △ 4.39 △ 3.71 △ 1.16 8.29 △ 64.84

BM 0.07 3.70 14.77 18.95 102.73

91.7

2 ALPHABET INC-CL C アメリカドル メディア・娯楽 6.8 CB 0.0

1 NVIDIA CORP アメリカドル 半導体・半導体製造装置 8.3 外国株式（先物含む）

0.0

4 MICROSOFT CORP アメリカドル ソフトウェア・サービス 4.1 現金その他 2.2

3 AMAZON.COM INC アメリカドル 一般消費財・サービス流通 5.6 公社債

5 BROADCOM INC アメリカドル 半導体・半導体製造装置 3.5

6 TAIWAN SEMICONDUCTOR-SP ADR アメリカドル 半導体・半導体製造装置 3.4

7 ELI LILLY & CO アメリカドル 医薬品・バイオテクノロジー 3.1

8 APPLE INC アメリカドル テクノロジー・ハードウェア 3.1

アメリカ 60.1

10 MASTERCARD INC - A アメリカドル 金融サービス 2.1 2 日本 6.2

9 META PLATFORMS INC-CLASS A アメリカドル メディア・娯楽 2.3 1

3 オランダ 5.1

※ 「株式組入上位5ヵ国」「株式組入上位10銘柄」の比率は、マザーファンドの状況で、
　　対純資産総額比です。
　　「資産構成比」はマザーファンドの投資状況を反映した実質の組入比率です。

4 ドイツ 3.7

5 フランス 3.7
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グローバルソブリン債券ファンド

［ご参考　主な投資対象とする投資信託の運用実績・状況］ (2026年1月末現在)

日興・世界ソブリン・ファンドVA（適格機関投資家転売制限付）
アモーヴァ・アセットマネジメント株式会社

■ 投資信託の特徴

■ 純資産総額 ■ 設定日 ■ 基準価額の推移

■ 基準価額　騰落率　表示桁数未満四捨五入

※基準価額の騰落率は、分配金（税引前）を再投資し計算しています。

■ ベンチマーク

なし

■ 債券組入上位銘柄

■ ファンド情報 ■ 通貨比率 ■ 債券地域別比率

※上記の内容は、ご参考情報として運用会社からの情報を提供するものであり、アクサ生命は内容について一切の責任を負いません。 10

１.世界先進国の信用度の高いソブリン債（国債や政府機関債）を中心に分散投資を行ないます。
２.原則として、毎月、安定した収益分配を行なうことをめざします。
３.実質的な運用は、ゴールドマン・サックス・アセット・マネジメント・エル・ピー※が行ないます。
※ゴールドマン・サックス・アセット・マネジメントの米国拠点です。

2 億円 2003年6月30日

設定来

基準価額 △ 1.12 0.16 4.21 5.88 22.88 62.75

% 1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1年 3年

%

1 アメリカ国債 4.5% 2036/2/15 米ドル AA+ 16.2

銘柄名 クーポン 償還日 通貨 格付

16.1

3 アメリカ国債 6.25% 2030/5/15 米ドル AA+ 16.0

2 アメリカ国債 3% 2048/2/15 米ドル AA+

6.5

5 ドイツ国債 4% 2037/1/4 ユーロ AAA 6.4

4 ドイツ国債 4.75% 2034/7/4 ユーロ AAA

6.3

平均格付 AA+ %

6 ドイツ国債 5.5% 2031/1/4 ユーロ AAA

△ 0.70

%

平均クーポン 4.0% 米国 43.40 米国 73.45

平均利回り 3.2% 米国以外のドル圏 21.89 米国以外のドル圏

ユーロ圏 35.19 ユーロ圏 7.05

ユーロ圏以外の欧州通貨 △ 1.96 ユーロ圏以外の欧州 △ 9.44

日本 1.48 日本 11.58

※格付は、S&P社によるものを原則としています。

※「債券組入上位銘柄」の比率は純資産総額を100％として計算したものです。
※「通貨比率」および「債券地域別比率」は、ゴールドマン・サックス・アセット・マネジメントから提供を受けた
　 直近の資産配分変更時のモデル・ポートフォリオの配分を示しています。実際の金額配分は上記とは異なる場合があります。
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グローバルリートファンド

［ご参考　主な投資対象とする投資信託の運用実績・状況］ (2026年1月末現在)

日興グローバルREITファンド（６カ月決算型）
（運用会社）アモーヴァ・アセットマネジメント株式会社　　（投資再委託会社）マッコーリー・インベストメント・マネジメント・グローバル・リミテッド

■ 投資信託の特徴

■ 純資産総額 ■ 設定日 ■ 基準価額の推移

■ 基準価額騰落率　表示桁数未満四捨五入

■ 参考指数

Ｓ&Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（税引後配当込み、ヘッジなし・円ベース）

■ 国別組入上位投資比率 ■ 予想分配金利回り（%） ■ 基準価額騰落の要因分解

不動産投信

■ 資産構成比（%）

為替

※上記の内容は、ご参考情報として運用会社からの情報を提供するものであり、アクサ生命は内容について一切の責任を負いません。 11

世界各国の上場不動産投信（ＲＥＩＴ）を中心に投資を行ない、比較的高い分配金利回りを安定的に獲得しつつ、中長期的な信託財産の
成長をめざします。

※設定日の前営業日を10,000として指数化しています。

5 億円 2004年7月1日

設定来

基準価額 △ 1.05 1.21 6.69 7.43 32.45 314.66

% 1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1年 3年

※基準価額の騰落率は、分配金（税引前）を再投資し計算しています。
※Ｓ&Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数に関する著作権等の知的財産権その他一切の権利はＳ＆Ｐ社に帰属します。

国名 % ファンド全体 3.58 前月末基準価額 6,527円

374.16

差異 △ 1.31 △ 1.65 △ 1.46 0.03 △ 2.88 △ 59.51

参考指数 0.25 2.86 8.16 7.40 35.32

当月お支払した分配金 △90円

2 日本 6.00 カナダ 4.46

要
因

24円

3

1 アメリカ 73.95

地
域
別

アメリカ 3.46

オーストラリア 5.95 オーストラリア 1.71

△11円

6 フランス 2.83 その他 4.65 欧州 2円

5 イギリス 3.08 イギリス 5.41 オーストラリア

アメリカ 17円

4 シンガポール 4.42 欧州 4.55 カナダ 2円

7 香港 1.17 イギリス 12円

8 スペイン 1.10 その他 2円

米ドル △87円

現金その他 3.2 加ドル △0円

9 ベルギー 0.85 △83円

10 カナダ 0.66 不動産投信 96.8

△9円

小計 △68円

当月末基準価額 6,369円

豪ドル 11円
※上記の要因分解は、概算値であり、実際の基準価額の変動を正確に説明するものではありません。
　 傾向を知るための参考値としてご覧ください。
※予想分配金利回りは、月末時点で組み入れている各不動産投信の予想分配金利回りを
　 マザーファンド全体、あるいは地域別で不動産投信時価評価額のウェイトで加重平均したものです。

ユーロ △1円

英ポンド △2円

その他 △3円

その他
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マネーファンド

［ご参考　主な投資対象とする投資信託の運用実績・状況］ (2026年1月末現在)

アクサ ロ－ゼンバーグ・日本円マネー・プール・ファンド（B） 〈適格機関投資家私募〉

アクサ・インベストメント・マネージャーズ株式会社

■ 投資信託の特徴

■ 純資産総額 ■ 設定日 ■ 基準価額の推移

■ 基準価額・ベンチマーク（BM）騰落率　表示桁数未満四捨五入

■ ベンチマーク

日本円無担保コールオーバーナイト物レートにより日々運用したときに得られる投資収益を指数化したもの

■ 資産構成 ■ 格付別構成比率

公社債

国債

地方債

特殊債・財投債

金融債

社債等

その他

短期資産等

CD

CP

T-Bill

コールローン

その他

※上記の内容は、ご参考情報として運用会社からの情報を提供するものであり、アクサ生命は内容について一切の責任を負いません。 12

マザーファンド受益証券への投資を通じて、実質的に、主として円建ての短期公社債や短期金融商品に投資し、安定した収益の確保を
めざします。
※　当投資信託は、主としてアクサ ローゼンバーグ･日本円マネー・プール・マザー・ファンド受益証券〈適格機関投資家私募〉に投資しま
す。

※設定日の前営業日を10,000として指数化しています。

20 億円 2000年12月21日

設定来

基準価額 0.06 0.13 0.30 0.56 0.74 2.68

% 1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1年 3年

2.06

差異 △0.00 △0.02 0.03 0.05 0.12 0.62

BM 0.06 0.15 0.27 0.51 0.62

※設定来の騰落率は、投資信託の設定日（２０００年１２月２１日）の前営業日を起点として計算しています。
※投資信託の騰落率は、分配金（税引前）を再投資したものとして計算しています。また、投資信託の騰落率と実際の投資家利回りとは異なります。

修正デュレーション % 公社債 短期資産等

0.79年 66.92 格付区分 % 格付区分

0.00年 0.00 AA 2.70 P-2 0.00

%

0.00年 0.00 AAA 0.00 P-1 0.00

0.00年 0.00 BBB 0.00 無格付 0.00

0.66年 4.53 A 97.30 P-3 0.00

合計 100.00 合計 0.00

0.80年 62.38 BB以下（無格付含） 0.00

0.90年 33.08

0.00

0.00

38.37

0.29

△5.57

0.00年 0.00

※比率は、マザーファンド受益証券における純資産総額比となります。
※「T-Bill」には、残存期間が１年未満の国債を含みます。
※｢修正デュレーション｣とは、債券価格の弾力性を示す指標として用いられ金利の変化に対する債券価格の変動率を示します。

格付基準： ※海外格付機関の格付を優先します。
※コールローンは格付別構成比率には含めていません。
　（公社債の格付別構成比率と短期資産等の格付別構成比率の合計が100%になります。）
※海外格付機関の格付取得の無い発行体は、国内格付機関の格付けを採用します。
※T-Bill等国債同等の無格付短期資産においては短期格付をＰ-１格とします。
※T-Billに分類された１年未満の国債については公社債の格付別構成比率に含めています。

合計 0.82年 100.00

10,000

10,050

10,100

10,150

10,200

10,250

10,300

2000/12 2005/12 2011/1 2016/1 2021/1 2026/1

当投資信託 BM



当保険商品のリスク・諸費用・ご留意いただきたい事項

投資リスクについて

元本欠損が生じる場合があります

諸費用について

その他ご留意いただきたい事項

13

マネーファンド 年率 0.03575%～0.50600%程度*2

資産運用関係費は将来変更されることがあります。
その他お客さまにご負担いただく手数料には、信託事務の諸費用等、有価証券の売買委託手数料および消費税等の税金がかかりますが、費用の発生前に金
額や割合を確定することが困難なため表示することができません。また、これらの費用は各特別勘定がその保有資産から負担するため、基準価額に反映するこ
ととなります。したがって、ご契約者はこれらの費用を間接的に負担することとなります。
*1特別勘定「日本株ジパングファンド」の投資信託の信託報酬は、投資信託の運用成績により変動します。
*2特別勘定「マネーファンド」の投資信託の信託報酬は、各月の前月最終5営業日における無担保コールオーバーナイト物レートの平均値に応じて毎月見直さ
れます。

当保険商品は、生命保険商品であり投資信託ではありません。また、ご契約者が投資信託を直接に保有されてい
る訳ではありません。特別勘定資産の運用実績は、特別勘定が主な投資対象とする投資信託の運用実績とは異な
り、一致するものではありません。これは、特別勘定は投資信託のほかに、保険契約の異動等に備えて一定の現預
金等を保有していることや、積立金の計算にあたり投資信託の値動きには反映されていない保険にかかる費用等
を特別勘定資産から控除していることなどによるものです。当保険商品の詳細につきましては、「契約締結前交付書
面（契約概要/注意喚起情報）」（「特に重要なお知らせ（注意喚起情報）」）「ご契約のしおり・約款」「特別勘定のしお
り」などをご覧ください。ご契約の時期によっては、書面の種類や名称などが異なる場合があります。

年率0.5720%程度

グローバルグロースファンド 年率1.4300%程度

グローバルソブリン債券ファンド 年率1.1770%程度

グローバルリートファンド 年率1.6500%程度

資産運用関係費

日本株投資力学ファンド 年率1.7600%程度

日本株ジパングファンド 年率1.4520%～1.8920%程度*1

日本株エボリューションファンド 年率1.7490%程度

日本株インデックス225ファンド 年率0.4400%程度

日本株インデックスTOPIXファンド

移転費
積立金の移転が年間13回以上のとき、移転一回につき1,000円を、保険会社が移転を受
け付けた日末に積立金から控除します。

当保険商品の据置（運用）期間中の運用は特別勘定で行われます。特別勘定資産の運用実績に基づいて年金額、
死亡保険金額および解約払戻金額等が変動（増減）します。特別勘定資産の運用は、株式および公社債等の価格
変動と為替変動等にともなう投資リスクがあり、運用実績によってはお受け取りになる満期保険金額や解約払戻金
額の合計額が一時払保険料を下回ることがあります。これらのリスクはすべてご契約者に帰属します。

解約の時期、被保険者の契約年齢等の諸条件により、ご契約者等がお受け取りになる金額の合計額が、払込保険
料の合計額を下回る場合があります。保険会社の業務又は財産の状況の変化により、保険金額、給付金額、解約
払戻金額等が削減されることがあります。

諸費用について

ご契約の締結・維持、死亡保障にかかる費用および特別勘定の運用にかかる費用があり
ます。払込保険料からこれらの費用を差し引き、残りを運用対象額として特別勘定に繰り
入れます。したがって、払込保険料の全額が特別勘定で運用されるものではありません。
なお、これらの費用は、性別・契約年齢などによって異なり、金額や割合を表示することが
できませんのでご了承ください。また、これらの費用はご契約後、特別勘定からも定期的
に控除されます。


